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遠心模型実験の利活用 

1869 年にフランスの技術者Phillips によって橋の設計に遠心模型の構想が着手され，1930 年代にアメリカ，ロ

シアで遠心載荷装置が初めて利用されました。その後，各分野で遠心模型実験を活用した技術開発が行われるこ

ととなりますが，日本の地盤工学分野への適用は大阪市立大学が発端となって開始され，現在では日本国内にお

いて約50の遠心載荷装置が整備されています。遠心力を利用することで実物の応力状態を再現できること，効率

的に研究を推進できることから遠心模型を用いた技術開発が推進されています。また，加振装置の能力の向上に

より巨大地震を想定した実験が可能になったことや，降雨装置の開発，遠心場での載荷実験等の遠心模型実験の

環境が飛躍的に向上しています。 

本号では「遠心模型実験の利活用」と題し，地盤工学分野における鉄道，港湾，原子力等を対象とした遠心模

型実験による研究開発，遠心場での課題，今後の展望について紹介することとしました。また，昨今の発展が目

覚ましい画像解析技術を遠心模型実験の評価に適用した事例等，幅広く執筆していただきました。 

本特集が，読者の皆様にとって有益なものとなることを願っております。 
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